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ａは正の定数とする。下図で、点Ｏは原点、曲線Ｃは関数ｙ=√３
ａ ｘ 2 のグラフを表しており、

直線ｌは関数ｙ＝√３ｘ＋３√３ａのグラフを表している。
また、曲線Ｃと直線ｌの２つの交点のうち、ｘ座標が小さい方を点Ｐ、大きい方を点Ｑとする。
このとき、次の問いに答えなさい。 

（１）

直線ｌとｙ＝－√３
３ ｘのグラフとの交点をＨとする。

ＯＨの長さをａを用いて表しなさい。

（２）
ＰＱを１つの辺とし、もう１点が曲線Ｃ上にある三角形を考える。
△ＯＰＱと面積が等しくなるような曲線Ｃ上の点はＯ以外に３点あり、
その点をＲ１、Ｒ２、Ｒ３とする。△Ｒ１Ｒ２Ｒ３の面積をａを用いて表しなさい。
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